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宣長学の成立と『荘子』受容

一、

ﾍ
じ
め
に
　
　
近
世
日
本
の
知
の
位
相
と
「
老
荘
思
想
」

　
本
稿
は
、
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
～
一
七
六
九
）
と
本
居
宣
長
（
一
七

三
〇
～
一
八
〇
一
）
と
い
う
二
人
の
国
学
者
を
軸
と
し
て
近
世
日
本
の
知

の
位
相
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
布
置
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
る
言
語
観
を
読

み
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
真
淵
と
宣
長
の
二
人

の
学
的
方
法
と
、
今
日
我
々
が
「
国
学
」
と
呼
称
し
て
い
る
学
問
領
域
の

生
成
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
一
口
に
「
老
荘
思
想
」
と
は
言
う
も
の
の
、
『
老
子
』
と

『
荘
子
』
と
で
は
そ
の
含
意
す
る
内
容
が
異
な
る
。
森
三
樹
三
郎
氏
は

「
老
子
と
荘
子
の
間
は
、
か
な
り
顕
著
な
相
違
が
あ
っ
て
、
老
子
が
政
治

的
関
心
か
ら
出
発
し
て
形
而
上
の
世
界
に
歩
を
進
め
た
の
に
た
い
し
、
荘

子
は
最
初
か
ら
永
遠
の
世
界
に
突
入
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
荘
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

の
ほ
う
が
、
よ
り
哲
学
的
で
あ
り
、
宗
教
的
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
老
子
』
『
荘
子
』
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
受
容
形
態
に
お
い
て
も
相
違
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
近
世
に

お
い
て
支
配
教
学
と
し
て
の
朱
子
学
を
打
ち
立
て
な
が
ら
も
、
「
老
荘
思

想
」
が
流
行
す
る
因
を
な
し
た
林
羅
山
の
影
響
を
考
え
る
と
き
、
明
確
に

顕
在
化
す
る
。

　
こ
こ
で
近
世
日
本
の
知
の
位
相
と
「
老
荘
思
想
」
の
問
題
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
こ
う
。
『
老
子
』
の
注
釈
書
に
は
、
河
上
公
注
や
林
希
逸
注
な

ど
の
諸
注
が
あ
る
中
、
林
羅
山
の
影
響
に
よ
り
林
希
逸
注
の
『
老
子
庸
斎

口
義
』
が
世
に
広
ま
る
。
こ
の
羅
山
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
大
野
出
氏
が

　
　
　
　
　
注
2

詳
細
に
検
討
さ
れ
、
近
世
の
『
老
子
』
受
容
が
羅
山
に
よ
っ
て
方
向
づ
け

ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
『
老
子
』
が
本
来
持
つ
政
治
色

の
強
さ
に
淵
源
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
武
内
義
雄
氏
が
「
林
希
逸
は

従
来
同
一
視
さ
れ
て
い
た
老
子
と
荘
子
と
を
引
き
離
し
て
仏
教
と
荘
子
は

一
致
す
る
が
、
老
子
は
む
し
ろ
儒
と
同
じ
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
久
し
い
間
結
合
せ
ら
れ
て
居
た
老
子
が
荘
子
か
ら
縁
を
断
っ
て
儒

　
　
　
　
　
　
　
注
3

と
握
手
す
る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
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と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
羅
山
の
『
老
子
』
受
容
と
は
朱
子
学
と
の
思
想

的
契
合
を
図
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
近
世
も
中
期
に
至
る
と
、
林
希
逸
注
に
対
す
る
疑
義
が
呈
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
単
な
る
叛
旗
の
翻
し
と
い
う
も
の
に
止
ま

ら
ず
、
儒
学
的
思
考
の
転
回
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
世
中
期
に

お
け
る
「
老
荘
思
想
」
の
流
行
に
つ
い
て
日
野
龍
夫
氏
は
「
考
え
て
み
れ

ば
、
認
識
の
基
準
を
儒
学
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
近
世
の
知
識
人
社
会
に

お
い
て
、
老
荘
が
こ
と
さ
ら
持
ち
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
儒
学
と

異
な
っ
た
認
識
法
を
欲
す
る
が
ゆ
え
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
至
極
当
然
の

　
　
　
　
　
注
4

こ
と
で
は
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
「
老
荘
思
想
」
の
流
行
は
、
ひ

と
え
に
支
配
教
学
1
1
朱
子
学
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
い
う
性
格
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
。
そ
の
理
論
的
支
柱
は
、
丸
山
眞
男
氏
が
「
祖
裸
学
に
至
つ
て
規
範

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
　
　
へ

（
道
）
の
公
的
1
1
政
治
的
な
も
の
へ
ま
で
の
昇
華
に
よ
つ
て
、
私
的
時
内

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
り
　
う
　
ヤ
　
も
　
も
　
へ
　
ぬ
　
ぬ
　
カ
　
ヘ
　
へ
　
う
　
も

面
的
生
活
の
一
切
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
よ
り
の
解
放
と
な
つ
て
現
は
れ
た
の
で

へ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
」
（
傍
点
原
書
）
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
、
朱
子
学
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の

分
解
過
程
に
析
出
さ
れ
る
但
裸
学
の
勃
興
に
あ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、

林
希
逸
注
の
排
斥
と
反
政
治
的
な
色
彩
を
持
つ
『
荘
子
』
の
流
行
と
い
う

現
象
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
郭
象
注
の
『
荘
子
』
受
容
と
い

う
形
態
を
取
っ
た
。
そ
れ
は
狙
裸
が
、
老
荘
の
注
釈
書
に
つ
い
て
、
自
身

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
『
狙
挾
先
生
答
問
書
』
下
（
享
保
一
二
年
・
一
七
二
七
刊
）
に

お
い
て
、学

問
の
仕
形
宋
朝
に
至
候
て
別
に
一
流
出
来
候
て
。
古
聖
人
の
教
法

と
各
別
に
罷
成
候
。
依
是
宋
朝
の
翼
窟
に
落
候
て
は
。
学
問
の
進
候

事
曾
而
有
之
間
敷
候
。
四
書
五
経
の
新
注
大
全
等
。
宋
儒
の
語
録
類
。

詩
文
に
て
は
東
披
・
山
谷
二
二
体
詩
・
瀕
奎
律
髄
之
類
。
歴
史
に
て

は
通
鑑
綱
目
の
書
法
発
明
等
。
皆
損
友
と
可
被
思
召
候
。
経
学
は
古

注
。
歴
史
は
左
伝
・
国
語
・
史
記
・
前
漢
書
。
文
章
は
楚
辞
・
文

選
．
韓
・
柳
迄
は
不
苦
候
。
惣
而
漢
以
前
の
書
籍
は
。
老
・
荘
・
列

之
類
も
益
二
人
之
知
見
一
候
。
是
も
林
希
逸
解
は
悪
敷
候
。
詩
は
唐
詩

選
．
唐
詩
品
彙
。
是
等
を
益
友
と
可
被
思
召
候
。
（
傍
線
引
用
者
、

以
下
同
じ
）
（
小
川
珠
樹
編
輯
『
荻
生
徊
挾
全
集
』
第
一
巻
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
七
三
年
、
四
六
八
頁
）

と
あ
り
、
林
希
逸
注
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
狙
櫟

一
門
は
、
『
老
子
」
は
王
弼
注
、
『
荘
子
』
は
郭
象
注
で
読
む
こ
と
を
推
奨

し
た
。
こ
の
よ
う
な
但
挾
学
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
林
希
逸
注
否
定
と
郭

象
注
の
推
奨
と
い
う
現
象
は
、
但
篠
学
の
文
芸
重
視
の
思
考
を
端
的
に
示

す
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
日
本
に
お
い
て
ど
の
注
釈
で
「
老
荘

思
想
」
を
受
容
し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
単
に
個
人
的
嗜
好
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
政
治
的
立
場
を
意
味
す
る
徴
表
で
も
あ
っ
た
。
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A
『
荘
子
』
と
「
古
人
之
糟
粕
」

　
武
内
義
雄
氏
は
『
荘
子
』
の
諸
注
の
中
で
「
吾
々
が
荘
子
の
思
想
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

お
よ
び
文
章
を
考
え
る
に
は
郭
象
本
だ
け
で
十
分
で
あ
」
る
と
し
、
郭
象

注
『
荘
子
』
は
現
在
に
至
っ
て
も
基
本
的
な
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
郭
象
注
の
『
荘
子
』
が
徊
挾
の
思
想
形
成
に
当
た
っ



て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
日
野
龍
夫

氏
で
あ
る
。
日
野
氏
は
但
挾
の
『
弁
道
』
『
弁
名
』
（
享
保
二
年
・
一
七
一

七
頃
成
）
と
『
荘
子
」
郭
象
注
を
比
較
検
討
さ
れ
、
『
弁
道
』
の
以
下
の

章
句
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

故
聖
人
之
道
。
皆
有
施
設
之
方
。
不
求
備
於
目
前
。
而
期
成
於
宮
日
。

．
m
匪
　
　
ホ
p
　
　
　
・
。
小
人
有
以
自
然
遷
善
遠
悪
以
成
其
俗
。
是

其
道
与
天
地
相
流
通
。
与
人
物
相
生
長
。
能
極
広
大
而
無
窮
已
者
也
。

（
日
本
思
想
大
系
三
六
『
荻
生
但
挾
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、

二
〇
六
頁
）

け
つ
つ
、
傍
線
部
（
b
）
の
箇
所
が
、
徊
裸
の
思
想
の
核
心
を
衝
く
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
「
材
を
養
ひ

て
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
日
野
氏
は
「
但
挾
の
こ
の
論
は
、
「
自
然
」

の
語
と
と
も
に
、
老
荘
、
こ
と
に
『
荘
子
』
の
郭
注
に
由
来
す
る
と
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

は
や
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
郭
象
の
注
自
体
に
、
祖
挾

の
思
想
形
成
の
要
因
を
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
野
氏
は
『
荘
子
』
「
天

道
篇
」
の
次
の
一
節
、

古
之
人
與
二
其
不
ワ
可
レ
伝
也
、
死
　
。
然
則
君
之
所
レ
読
者
、
古
人
之

糟
粕
已
夫
。
（
『
荘
子
』
下
、
外
篇
「
天
道
扁
」
第
十
三
、
四
一
七
頁

～
四
一
八
頁
）

宣長学の成立と『荘子』受容

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
（
a
）
と
（
b
）
の
二
箇
所
で
あ
る
。

ま
ず
（
a
）
に
関
し
て
は
、
日
本
思
想
大
系
頭
注
は
、
『
荘
子
』
雑
篇

「
庚
桑
楚
篇
」
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
そ
の
章
句
は
、

今
吾
日
計
レ
之
而
不
レ
足
、
歳
計
レ
之
而
有
レ
饒
、
庶
幾
其
聖
人
乎
。
子

胡
不
二
相
與
　
而
祝
レ
之
、
社
而
稜
ワ
之
乎
。
（
『
荘
子
』
雑
篇
「
庚
桑

楚
篇
」
第
二
十
三
（
新
釈
漢
文
大
系
『
荘
子
』
下
、
明
治
書
院
、
一

九
六
七
年
）
六
〇
一
頁
）

と
あ
る
、
傍
線
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
狙
篠
の
『
荘

子
』
受
容
は
窺
わ
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
日
野
氏
は
郭
象
の
注
と
比
較
検
討

さ
れ
、
日
本
思
想
大
系
頭
注
の
『
孟
子
』
か
ら
の
影
響
と
い
う
指
摘
を
斥

こ
の
傍
線
部
分
と
郭
象
注
に
着
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
を
郭
象
は

注
し
て
、
「
学
を
絶
ち
性
に
任
じ
て
、
時
と
変
化
し
て
、
而
し
て
後
に
至

る
」
と
す
る
。
先
に
『
弁
道
」
を
引
い
た
が
、
そ
の
「
材
を
養
ふ
」
と
い

う
但
櫟
の
思
想
に
郭
象
注
か
ら
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
、
日
野
氏
は
「
祖
彼

が
こ
の
表
現
を
借
用
し
た
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
「
材
を
養
ふ
」
と

い
う
の
と
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
る
か
ら
、
但
挾
の
関
心
を
強
く
惹
く
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
8

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
」
と
し
、
但
彼
の
気
質
不
変
化
説
で

い
う
、
「
性
」
を
自
然
の
ま
ま
に
伸
張
す
る
（
聴
郭
象
注
の
「
性
に
任
じ

て
」
）
と
い
う
発
想
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が

狙
彼
の
言
説
に
拘
泥
し
て
き
た
理
由
は
、
『
荘
子
」
の
当
該
箇
所
に
現
れ

る
「
古
人
之
糟
粕
」
と
い
う
文
言
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
考
え
る
こ
と
で
、

取
り
も
直
さ
ず
真
淵
と
宣
長
の
言
語
観
の
相
違
、
ひ
い
て
は
学
的
方
法
の
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相
違
を
明
瞭
に
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
箇
所
に
こ
だ
わ
っ
て
、
享
保
以
降
蕨
生
す
る
教

訓
談
義
本
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
中
野
三
敏
氏
は
享
保
一
二
年

（一

ｵ
二
七
）
刊
の
『
田
舎
荘
子
』
を
先
頭
と
す
る
、
所
謂
教
訓
読
本
の

氾
濫
に
つ
い
て
、
江
戸
に
は
侠
斎
樗
山
、
大
坂
に
は
田
長
与
な
ど
の
作
者

が
輩
出
す
る
が
、
「
彼
ら
の
作
品
に
共
通
し
た
特
色
は
そ
の
殆
ど
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

「
…
…
荘
子
」
「
…
…
老
子
」
と
い
っ
た
書
名
を
持
つ
事
で
あ
る
」
と
述
べ

ら
れ
、
背
景
に
「
老
荘
思
想
」
の
流
行
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
。
戯
作
者

た
ち
の
方
法
論
を
、
「
文
芸
と
し
て
の
謁
諌
は
、
直
叙
す
る
よ
り
は
よ
り

間
接
的
に
響
喩
を
用
い
、
或
い
は
滑
稽
な
文
章
に
仮
託
し
て
行
う
の
が
普

通
で
あ
る
。
そ
こ
で
意
識
さ
れ
た
の
が
「
荘
子
」
に
い
わ
ゆ
る
「
寓
言
、

重
言
、
危
言
」
の
三
言
で
あ
り
、
ひ
っ
く
る
め
て
「
寓
言
」
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　
注
1
0

方
法
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
談
義
本
の
方
法
と
は
『
荘

子
』
の
「
寓
言
」
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
…
…
荘
子
」
の
一
例
と
し

て
、
侠
斎
樗
山
（
一
六
五
九
～
一
七
四
一
）
の
手
に
な
る
『
田
舎
荘
子
』

の
一
節
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
談
義
本
の
中
に
も
、
実
は
「
古
人
之
糟

粕
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
田
舎
荘
子
』
「
荘
子
大
意
」

は
次
の
よ
う
な
文
章
を
載
せ
る
。

あ
ら
ず
。
発
舜
孔
子
を
殿
る
は
、
実
に
尭
舜
孔
子
を
貴
ぶ
也
。
（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
八
一
『
田
舎
荘
子
・
当
世
下
手
談
義
・
当
世
穴

さ
が
し
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
五
〇
頁
）

こ
の
箇
所
か
ら
は
、
荘
子
が
「
殿
る
」
の
は
、
逆
に
孔
子
の
教
え
を
知
ら

せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
「
寓
言
」
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
当
面
の
関
心
に
即
し
て
言
え
ば
、

重
要
な
の
は
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
聖
人
の
糟
粕
」
と

あ
る
が
、
新
大
系
頭
注
は
、
先
に
引
い
た
『
荘
子
』
「
天
道
篇
」
に
現
れ

る
「
古
人
之
糟
粕
」
と
い
う
文
言
を
翻
案
し
た
も
の
と
す
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
「
天
道
篇
」
に
関
し
て
、
祖
挾
も
戯
作
者
も
い
ず
れ
も
「
古

人
之
糟
粕
」
と
い
う
箇
所
の
意
味
を
理
解
す
る
重
み
を
認
識
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
ま
た
、
俳
譜
の
盛
時
で
も
あ
っ
た
元
禄
頃
、
芭
蕉
の
俳
論
を
記
し
た
門

人
服
部
土
芳
（
一
六
五
七
～
一
七
三
〇
）
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
『
三
冊

子
」
（
宝
永
元
年
・
一
七
〇
四
ま
で
に
成
）
に
も
、
「
古
人
之
糟
粕
」
と
極

め
て
類
似
し
た
文
言
が
現
れ
る
。
芭
蕉
の
主
張
す
る
「
不
易
流
行
」
と
共

に
「
変
化
」
の
重
要
性
を
も
説
き
、
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世
を
矯
俗
の
眠
り
を
渥
さ
む
が
た
め
に
、
常
に
過
当
の
論
お
ほ
し
。

或
は
五
帝
三
王
、
周
公
、
孔
子
を
殿
り
て
、
当
世
の
儒
者
、
聖
人
の

真
を
不
レ
知
、
徒
に
其
礼
楽
仁
義
の
迩
に
な
つ
み
、
聖
人
の
糟
粕
を

貴
む
で
、
道
と
す
る
こ
と
を
憤
り
、
礼
楽
仁
義
聖
人
と
も
に
打
や
ぶ

り
て
、
道
の
極
り
な
き
を
論
ず
。
荘
子
、
実
に
聖
人
を
不
レ
知
に
は

行
く
末
い
く
千
万
変
化
す
る
共
、
誠
の
変
化
は
み
な
師
の
俳
譜
也
。

か
り
に
も
古
人
の
挺
を
な
む
る
事
な
か
れ
。
（
日
本
古
典
文
学
大
系

六
六
『
連
歌
論
集
・
俳
論
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
三
九

七
頁
）



宣長学の成立と『荘子」受容

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
能
勢
朝
次
氏
は
右
の
引
用
文
中
の
傍
線
部
を
注
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1

て
、
「
古
人
の
糟
粕
を
嘗
め
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
以
上
の
ご
と
く
、

『
荘
子
』
の
流
行
に
付
随
し
て
、
「
古
人
之
糟
粕
」
と
い
う
文
言
は
所
謂
金

言
と
し
て
流
通
す
る
。
そ
れ
は
反
朱
子
学
の
思
想
的
見
地
か
ら
導
出
さ
れ

た
文
芸
重
視
の
発
想
の
中
で
の
『
荘
子
』
の
「
寓
言
」
の
流
行
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
本
稿
の
主
題
に
即
し
て
言
え
ば
、
こ
の
「
古
人
之
糟
粕
」

「
聖
人
の
糟
粕
」
と
い
う
語
が
踏
ま
え
る
『
荘
子
』
の
一
節
に
注
意
を
払

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
淵
と
宣
長
両
者
の
言
語
観
と
学
的
方
法
に
対
す
る

新
た
な
見
地
が
獲
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以

下
、
こ
の
点
に
問
題
の
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。

　
　
　
三
、
宣
長
の
『
荘
子
』
受
容

　
宣
長
も
『
荘
子
』
を
読
ん
で
い
る
が
、
郭
象
注
な
ど
と
対
校
さ
せ
な
が

ら
の
読
解
で
あ
る
。
宣
長
が
京
都
遊
学
時
代
に
堀
景
山
の
下
で
儒
学
を
学

ん
だ
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
会
読
の
一
と
し
て
『
荘
子
』

　
　
　
　
　
注
1
2

が
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
宣
長
の
ノ
ー
ト
は
『
荘
子
摘
膜
』
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
景
山
門
の
会
読
時
の
学
習
と
そ
の
備
忘
録
と
し
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
荘
子
』
か
ら
の
抜
葦
は
興
味
深
い
事
実
を

物
語
る
。
と
同
時
に
、
『
荘
子
摘
膜
』
に
は
実
際
に
郭
象
注
の
書
き
入
れ

が
存
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
今
問
題
に
し
て
い
る
『
荘
子
』
外
篇
「
天

道
篇
」
の
一
節
を
以
下
掲
出
し
よ
う
。

（
a
）

世
之
所
レ
貴
レ
道
者
、

書
也
。
書
不
レ
過
レ
語
。
語
有
レ
貴
也
。
語
之
所

レ
貴
者
、
意
也
。
意
有
レ
所
レ
随
。
意
之
所
レ
随
者
、
不
レ
可
二
以
レ
言
伝
一

也
。
而
世
因
レ
貴
レ
言
伝
レ
書
。
世
錐
レ
貴
レ
之
哉
。
猶
不
レ
足
レ
貴
也
。

為
三
其
貴
非
二
其
貴
一
也
。
故
視
而
可
レ
見
者
、
形
與
レ
色
也
。
聴
而
可

レ
聞
者
、
名
與
レ
声
也
。
悲
夫
、
世
人
以
二
形
色
名
声
↓
為
レ
足
三
以
得
二

彼
之
情
↓
夫
形
色
名
声
、
果
不
レ
足
三
以
得
二
彼
之
情
4
則
知
者
不
レ
言
、

言
者
不
レ
知
。
而
世
豊
識
レ
之
哉
。

（
b
）

桓
公
読
二
書
於
堂
上
の
輪
扁
断
二
輪
於
堂
下
↓
釈
二
椎
馨
一
而
上
、
問
二

桓
公
一
日
、
敢
問
、
公
之
所
レ
読
為
二
何
言
一
邪
。
公
日
、
聖
人
之
言
也
。

日
、
聖
人
在
乎
。
公
日
、
已
死
　
。
日
、
然
則
君
之
所
レ
読
者
、
古

人
之
糟
粕
已
夫
。
桓
公
日
、
寡
人
読
レ
書
、
輪
人
安
得
レ
議
乎
。
有

レ
説
則
可
。
無
レ
説
則
死
。

（
c
）

輪
扁
日
、
臣
也
、
以
二
臣
之
事
一
観
レ
之
、
断
レ
輪
徐
、
則
甘
而
不
レ
固
。

疾
則
苦
而
不
レ
入
。
不
レ
徐
不
レ
疾
、
得
二
之
於
手
一
而
応
二
於
心
↓
口
不

レ
能
レ
言
。
有
レ
数
存
二
焉
於
其
間
↓
臣
不
レ
能
三
以
喩
二
臣
之
子
4
臣
之

子
亦
不
レ
能
レ
受
二
之
於
臣
⑩
是
以
行
年
七
十
而
老
新
レ
輪
。
古
之
人
與
二

其
不
ワ
可
レ
伝
也
。
死
　
。
然
則
君
之
所
レ
読
者
、
古
人
之
糟
粕
已
夫
。

（
前
掲
、
『
荘
子
」
下
、
外
篇
「
天
道
篇
」
、
四
一
五
頁
～
四
一
八
頁
）

傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
、
「
老
荘
思
想
」
流
行
の
た
だ
中
で
、
金
言
の
ご

と
く
用
い
ら
れ
た
「
古
人
之
糟
粕
」
の
現
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
今
こ
の

『
荘
子
』
の
章
段
を
（
a
）
（
b
）
（
c
）
に
分
け
て
考
え
る
と
、
『
荘
子
』

外
篇
に
お
け
る
言
語
観
が
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
の
は
（
a
）
の
章
段
で
あ
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る
。
そ
こ
で
は
、
世
間
の
人
間
が
貴
ぶ
の
は
「
書
」
で
あ
る
が
、
「
書
」

は
言
葉
（
1
1
「
語
」
）
を
載
せ
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
言
葉
（
1
1
「
語
」
）
こ

そ
が
重
要
で
あ
る
。
言
葉
（
時
「
語
」
）
が
貴
ば
れ
る
の
は
「
意
」
が
あ

る
か
ら
で
あ
り
、
「
意
」
に
は
指
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
「
意
」
が

指
す
も
の
は
、
言
葉
（
1
1
「
語
」
）
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
。
要
約
す
れ
ば

以
上
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
受
け
る
形
で
（
b
）
（
c
）
が
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
聖
人

の
言
を
載
せ
た
「
書
」
を
「
古
人
之
糟
粕
已
夫
」
と
言
っ
て
の
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
（
a
）
の
部
分
で
披
歴
さ
れ
た
言
語
観
に
基
づ
く
の
で

あ
る
。
で
は
、
宣
長
は
こ
の
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
。
『
荘
子

摘
膜
』
か
ら
、
抜
葦
を
引
用
す
る
と
、
傍
線
部
を
含
む
（
b
）
（
c
）
の

章
段
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

●
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
粕
已
夫
　
○
輪
扁
日
、
臣
也
以
臣
之
事

観
之
。
断
輪
徐
則
甘
而
不
固
。
疾
則
苦
而
不
入
。
不
徐
不
疾
。
得
之

於
手
。
而
応
於
心
。
口
不
能
言
。
有
数
存
焉
於
其
間
【
甘
、
緩
也
、

苦
、
急
也
】
（
【
】
は
注
）
（
全
一
八
・
四
九
一
）
（
本
居
宣
長
の
著
述

は
す
べ
て
筑
摩
書
房
版
全
集
よ
り
行
う
。
全
集
一
巻
一
頁
の
引
用
の

場
合
、
（
全
一
・
一
）
と
表
記
。
以
下
同
じ
）

以
上
が
、
宣
長
の
当
該
箇
所
の
抜
葦
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、

「
言
」
の
重
視
の
発
想
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
書
」
に
書
い
て
あ
る
「
語
」

か
ら
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う

に
（
b
）
（
c
）
の
箇
所
は
（
a
）
を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
た
「
寓
言
」

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
来
た
れ
ば
、
宣
長
の
言
語
観
も
『
荘
子
』

の
章
句
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
以
下
術
撤
す
る
こ
と
に
な
る
、
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』

（
寛
政
一
〇
年
・
一
七
九
八
成
）
に
お
け
る
言
語
観
と
い
う
主
題
系
が
、

既
に
『
荘
子
摘
膜
」
に
お
い
て
出
揃
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宣
長
は
『
古

事
記
伝
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
宣
長
学
の
入
門
書
と
さ
れ
る
『
宇
比
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

踏
』
（
寛
政
一
〇
年
・
一
七
九
八
起
稿
、
翌
年
刊
）
に
お
い
て
も
、
「
意

　
コ
ト
　
　
　
コ
ト
パ

と
事
と
言
」
と
い
う
三
者
の
相
即
関
係
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
押
さ

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
荘
子
』
の
言
う
「
意
」
と
「
語
」
の

関
係
が
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
て
、
宣
長
の
言
語
観
を
形
作
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
我
々
は
、
『
荘
子
』
に
説

か
れ
て
い
る
「
意
」
と
「
語
」
と
が
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
に
、

宣
長
が
啓
発
さ
れ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
い

う
の
も
『
荘
子
』
は
「
語
」
に
は
表
現
で
き
な
い
「
意
」
が
あ
る
と
説
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

が
、
そ
こ
に
宣
長
の
三
位
一
体
論
の
一
つ
で
あ
る
「
事
」
を
介
在
さ
せ
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
宣
長
の
言
語
観
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
語
」
で
は

指
し
示
す
こ
と
の
で
き
る
「
意
」
と
、
で
き
な
い
「
意
」
が
あ
る
。
「
語
」

で
は
表
現
し
き
れ
な
い
「
意
」
を
宣
長
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
が
重
要

な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
詳
述
し
た
い
。

　
時
代
は
遡
る
が
、
真
淵
も
宣
長
と
同
様
に
「
老
荘
思
想
」
の
影
響
を
蒙

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
老
荘
思
想
」
、
特
に
『
荘
子
』
受
容
と
関
わ
っ

て
真
淵
の
言
語
観
を
探
り
、
宣
長
と
の
相
違
を
考
え
た
い
。

四
、
真
淵
の
言
語
観
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従
来
真
淵
の
『
老
子
」
尊
重
だ
け
が
強
調
さ
れ
た
嫌
い
が
あ
る
が
、
真

淵
に
は
『
荘
子
』
讃
美
も
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
晩
年
、

門
人
の
斎
藤
信
幸
に
宛
て
た
書
簡
（
明
和
四
年
一
二
月
二
八
日
付
）
の
中

で
、
学
問
に
つ
い
て
諭
し
て
言
う
、
次
の
く
だ
り
を
見
る
と
、

異
朝
の
道
は
方
也
、
皇
朝
の
道
は
円
也
。
故
に
か
れ
と
甚
違
ふ
を
、

孔
子
な
ど
の
言
を
信
ず
る
故
に
開
が
た
し
。
老
子
荘
子
な
ど
を
見
候

は
ゴ
、
少
し
明
ら
め
も
出
来
ぬ
べ
し
。
是
は
天
地
自
然
な
れ
ば
神
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3

に
か
な
ふ
事
有
。
周
道
は
作
り
物
な
れ
ば
天
地
に
背
け
り
。

こ
の
よ
う
に
、
『
荘
子
』
を
も
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

『
荘
子
』
讃
美
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
形
で
顕
在
化
す
る
。
「
五
意

考
」
の
一
つ
『
国
意
考
」
に
曰
く
、

凡
そ
天
地
の
際
に
生
と
し
生
る
も
の
は
、
み
な
虫
な
ら
ず
や
、
そ
れ

が
中
に
、
人
の
み
い
か
で
貴
く
、
人
の
み
い
か
な
る
こ
と
あ
る
に
や
。

（『

争
ﾓ
考
』
（
『
賀
茂
真
淵
全
集
第
十
九
巻
』
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
〇
年
）
一
二
頁
。
以
下
「
五
意
考
」
の
引
用
は
全
て
『
賀
茂

真
淵
全
集
第
十
九
巻
」
よ
り
行
う
。
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
私
に
濁

点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4

こ
の
表
明
に
井
上
豊
氏
の
よ
う
に
「
人
間
否
定
」
を
読
み
取
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
こ
の
内
実
は
、
『
荘
子
』
の
「
万
物
斉
同
」
思

想
の
受
容
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
人
間
把
握
の
境
地
と
し
て
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
間
を
そ
の
精
神
世
界
に
お
い
て
平
等
化

す
る
発
想
の
形
成
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
古
典
の
世
界
に
迫
遥
す

る
境
地
が
与
え
ら
れ
る
。
鈴
木
淳
氏
は
「
真
淵
の
老
荘
説
は
、
春
台
が

『
弁
道
書
」
ま
た
『
聖
学
問
答
』
に
お
い
て
我
国
の
同
姓
婚
や
神
道
を
批

判
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
擁
を
直
接
の
契
機
と
し
て
い
よ
う
が
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

南
郭
の
影
響
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
〈
文

人
〉
服
部
南
郭
と
比
定
す
る
こ
と
で
、
真
淵
の
『
荘
子
』
受
容
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
南
郭
を
〈
文
人
〉
と
称
す
る
の
は
従
来
か
ら
あ
る
が
、

和
漢
同
情
論
の
形
成
と
い
う
文
脈
を
介
在
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
真
淵
は

「
老
荘
思
想
」
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
漢
を
突
き
抜
け
た

と
こ
ろ
に
、
上
代
の
「
直
」
い
あ
り
方
を
理
想
化
す
る
思
考
様
式
を
形
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
南
郭
ら
の
古
文
辞
派
の
主
張
を
日
本
の
上

代
に
適
用
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
確
か
に
真
淵
は

　
　
注
1
6

「
和
様
化
」
さ
れ
た
く
文
人
V
で
あ
っ
た
。

　
で
は
宣
長
の
言
語
観
と
比
較
し
て
、
真
淵
は
ど
の
よ
う
な
言
語
観
を
抱

懐
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
を
考
え
る
た
あ
、
所
謂
「
五
意

考
」
の
中
か
ら
真
淵
の
見
解
を
窺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
れ
の
日
出
る
国
は
し
も
、
人
の
心
な
ほ
か
れ
ば
事
少
く
、
言
も
し

た
が
ひ
て
す
く
な
し
（
傍
点
引
用
者
）
（
『
語
意
考
』
、
一
二
四
頁
）

　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

此
国
人
は
心
な
ほ
け
れ
ば
事
も
言
も
少
く
し
て
、
い
ふ
言
に
ま
ど
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

な
く
聞
て
忘
る
＼
こ
と
な
し
、
言
に
ま
ど
ひ
な
け
れ
ば
よ
く
聞
得
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

忘
れ
ざ
れ
ば
遠
く
も
久
し
く
も
伝
へ
、
民
の
心
直
け
れ
ば
君
が
御
の
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り
も
す
く
な
し
（
傍
点
引
用
者
）
（
『
語
意
考
』
、
一
二
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

然
れ
ば
こ
れ
を
年
月
に
唱
ふ
る
に
つ
け
て
こ
そ
、
上
つ
代
の
人
の
こ

ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
ろ
・
こ
と
ば
も
お
の
つ
か
ら
ふ
か
く
思
ひ
し
ら
る
れ
、
其
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
知
と
き
は
、
そ
の
代
々
の
あ
り
さ
ま
を
も
今
も
見
る
ご
と
く
し
ら

る
べ
し
（
傍
点
引
用
者
）
（
『
書
意
考
』
、
一
八
四
頁
～
一
八
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

以
上
の
表
明
か
ら
考
え
る
に
、
真
淵
に
は
宣
長
の
よ
う
な
厳
密
な
「
意

　
コ
ト
　
　
　
コ
ト
パ

と
事
と
言
」
と
い
う
三
者
の
相
即
関
係
は
成
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
真
淵
は
上
代
の
あ
り
さ
ま
は
か
く
あ
る
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
規
定
の
も
と
に
上
代
に
お
け
る
三
位
一
体
を
繰
り
返
し
て
い
る
に

過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
決
し
て
、
真
淵
の
生
き
た
後
世
の
言
語
観
を
も
射
程
に

　
　
　
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ

収
め
る
、
即
ち
通
時
的
な
三
位
一
体
論
、
を
主
張
し
た
も
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
真
淵
の
「
老
荘
思
想
」
と
の
関
連
を
見
る
と

き
、
よ
り
明
白
に
な
る
だ
ろ
う
。
『
老
子
』
尊
重
の
主
張
を
窺
う
と
、

一か
一　ら

八国
頁に
）　て

　　は
　　　、

只
老
子
の
み
ぞ
真
の
書
な
る
（
『
語
意
考
』
、
頭
書

よ
り
て
老
子
て
ふ
人
の
、
天
地
の
ま
に
く
、
い
は
れ
し
こ
と
そ
、

天
が
下
の
道
に
は
叶
ひ
侍
る
め
れ
、
そ
を
み
る
に
、
か
し
こ
も
た
ゴ

古
は
直
か
り
け
り
（
『
国
意
考
」
、
一
四
頁
）

と
い
う
主
張
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
真
淵
の
言
語
観
が
具
体
的
に
は

『
老
子
』
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
直
」
い
「
古
」
の
姿
を
形
容
す
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
『
老
子
』
尊
重
と
真
淵
の
言
語
観
と
が

交
叉
す
る
結
節
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
『
老
子
』

尊
重
は
即
ち
上
代
の
讃
美
に
他
な
ら
ず
、
真
淵
の
言
語
観
は
、
上
代
の
質

朴
な
姿
に
そ
の
ま
ま
投
射
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
真
淵
は
上
代
の

「
直
」
く
あ
っ
た
姿
に
三
位
一
体
を
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に

は
『
老
子
』
の
思
想
が
あ
っ
た
。
そ
の
言
語
観
と
『
荘
子
』
の
「
万
物
斉

同
」
論
の
受
容
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
真
淵
は
彼
の
生
き
た
時
代
の
文
雅

を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
真
淵
の
門
人
に
女
流
歌
人
が
多

い
こ
と
や
、
真
淵
の
歌
風
が
「
万
葉
風
」
の
姿
を
借
り
た
「
古
今
風
」
で

　
　
　
　
　
注
1
7

あ
る
と
い
う
主
張
が
成
り
立
つ
の
は
、
真
淵
の
老
荘
讃
美
と
そ
れ
に
基
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

く
上
代
の
絶
対
化
、
そ
こ
に
帰
結
す
る
上
代
と
後
世
と
の
切
断
と
い
う
学

問
的
方
法
が
基
底
に
存
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

五
、
宣
長
の
言
語
観

　
で
は
、
宣
長
に
戻
っ
て
、
宣
長
が
『
荘
子
』
「
天
道
篇
」
に
よ
っ
て
啓

発
さ
れ
た
言
語
観
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
宣
長
の
内
部
に
吸
収
さ
れ
た
の

か
を
考
え
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
が
宣
長
畢
生
の
大
著
『
古
事
記
伝
』

の
中
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
、
宣
長
学
に
と
っ
て
の
『
荘
子
』
受

容
の
重
み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
先
述
の
よ

　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト
　
　
コ
ト
バ

う
に
「
意
と
事
と
言
」
と
い
う
三
位
一
体
論
の
形
成
と
し
て
顕
在
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニ
ソ
ヘ
ブ
ミ
ド
モ
ノ
ス
ベ
テ
ノ
サ
ダ

る
。
『
古
事
記
伝
』
「
古
記
典
等
総
論
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
い
る
。
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宣長学の成立と『荘子』受容

　
　
と
　
と
一
＝
口
と
は
　
み
な
相
彩
　
る
　
に
し
て
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

劉
国
な
る
を
、
書
紀
は
、
後
代
の
意
を
も
て
、
上
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ミ
ク
ニ

事
を
記
し
、
漢
国
の
言
を
以
、
皇
国
の
意
を
記
さ
れ
た
る
故
に
、
あ

ひ
か
な
は
ざ
る
こ
と
多
か
る
を
、
此
記
は
、
い
さ
＼
か
も
さ
か
し
ら

　
ク
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヒ
　
へ

を
加
へ
ず
て
、
古
よ
り
云
伝
た
る
ま
、
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、
そ
の
意

　
　
　
　
ア
ヒ
カ
ナ
ヒ
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
マ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
コ
ト
パ

も
事
も
言
も
相
称
て
、
皆
上
代
の
実
な
り
、
是
も
は
ら
古
の
語
言

　
ム
ネ

を
主
と
し
た
る
が
故
ぞ
か
し
、
す
．
て
　
も
　
も

も
の
な
　
ま
　
目
は
そ
の
言
せ
る
一
茜
舌
そ
　
こ
ま

六
）

話
を
2
て
伝
る

け
る
（
全
九
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト
　
　
コ
ト
パ

傍
線
箇
所
（
a
）
に
は
、
「
意
と
事
と
言
」
と
が
相
即
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
位
一
体
論
が
成
立
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
バ

の
で
あ
る
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ
の
三
位
一
体
論
の
中
で
「
言
」

が
突
出
し
て
重
要
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
傍
線
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
パ

（
b
）
に
顕
著
に
現
れ
る
。
つ
ま
り
宣
長
は
、
「
言
」
こ
そ
が
古
え
の

フ
ミ「

書
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
な

　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
コ
ト
パ

の
は
、
も
し
「
意
と
事
と
言
」
と
い
う
三
位
一
体
論
が
成
立
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

あ
れ
ば
、
後
世
の
「
意
」
を
体
得
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て

　
　
　
　
フ
ミ
う

も
、
古
の
「
書
」
を
読
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
、
宣
長
に
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
後
世
意
」
に
侵
さ
れ
な
が
ら
も
、
古
典
研
究

に
勤
し
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
表
明
。
そ
れ
は
、
真
淵
の
言
語

観
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
認

識
が
『
荘
子
』
の
「
古
人
之
糟
粕
」
と
い
う
文
言
の
踏
ま
え
る
「
語
」

　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ

（
1
1
「
言
」
）
と
「
書
」
の
内
容
の
延
長
線
上
に
生
起
す
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
先
掲
の
『
荘
子
』
「
天
道
篇
」
（
a
）
の
箇
所
で
の
主
張
、

　
　
　
　
コ
コ
ロ

つ
ま
り
「
意
」
の
認
識
の
方
法
、
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ
ュ

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
『
荘
子
』
の
「
書
」
絶
対
視
の
否
定
と
、
そ
れ
は

呼
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

　
「
語
」
（
1
1
「
言
」
）
に
は
、
付
随
す
る
意
味
内
容
（
闘
「
意
」
）
が
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
、
「
語
」
で
は
伝
え
き
れ
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

は
『
荘
子
』
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
宣
長
は
そ
れ
を
、
「
意
と

コ
ト
　
　
コ
ト
パ

事
と
言
」
の
三
位
一
体
論
の
形
態
で
説
く
。
宣
長
は
『
荘
子
」
に
啓
発

　
　
　
　
　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
　
　
　
コ
ト

さ
れ
て
、
そ
の
「
言
」
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
「
意
」
を
「
事
」
に
よ
っ

て
繋
留
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
宣
長
の
三
位
一
体
論
生
成
の
鍵
が
隠
さ

れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宣
長
が
『
荘
子
摘
膜
』
に
抜
葦
し
た

『
荘
子
』
「
天
道
篇
」
の
中
で
輪
扁
が
桓
公
に
諭
し
て
説
い
た
「
不
レ
徐
不

レ
疾
、
得
二
之
於
手
一
而
応
一
一
於
心
↓
口
不
レ
能
レ
言
」
の
中
の
「
口
不
レ
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
パ

レ
言
」
と
い
う
文
言
、
即
ち
「
語
」
（
1
1
「
言
」
）
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

重
要
な
も
の
　
　
、
そ
れ
を
「
事
」
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
も
　
ゐ
　
ぬ
　
　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト

結
果
、
上
代
か
ら
後
世
に
至
る
ま
で
適
用
し
う
る
通
時
的
な
「
意
と
事

　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

と
言
」
の
三
位
一
体
論
が
成
立
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
「
意
」
と

コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

「
言
」
と
を
繋
ぐ
結
節
点
と
し
て
「
事
」
が
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
パ

そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
語
」
（
1
1
「
言
」
）
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
、
古
人
の

コ
コ
ロ

「
意
」
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
主
張
が
生
ま
れ
る
の
は
、
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ

し
必
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
『
荘
子
」
の
「
書
」
重
視
の
否
定
を
受

　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
　
　
　
　
コ
ト
バ

け
容
れ
つ
つ
、
「
意
」
と
「
言
」
と
が
相
即
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ

　
　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
　
　
　
コ
ト

と
で
、
「
言
」
の
研
究
こ
そ
真
の
「
意
」
と
「
事
」
を
理
解
で
き
る
、
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と
捉
え
る
方
法
の
生
成
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
発
想
の
根
抵
に
、
「
語
」

　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

（
1
1
「
言
」
）
と
「
意
」
と
の
相
即
に
よ
る
上
代
世
界
の
現
前
が
可
能
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
こ
へ

あ
る
と
い
う
認
識
の
存
在
を
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
「
書
」
と
は

コ
ト
パ

「
言
」
に
よ
っ
て
こ
そ
、
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
だ
、
と
い
う
『
古
事
記

伝
』
の
傍
線
部
（
b
）
の
主
張
の
淵
源
は
、
そ
こ
に
胚
胎
す
る
。
宣
長
も

ま
た
『
荘
子
』
の
「
寓
言
」
の
主
張
を
受
け
容
れ
て
学
的
方
法
を
構
築
し

た
点
に
お
い
て
、
「
老
荘
思
想
」
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

六
、
終
わ
り
に
1
宣
長
学
の
成
立

　
し
か
し
、
宣
長
は
同
じ
く
「
老
荘
思
想
」
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
真

淵
と
は
異
な
っ
て
、
『
老
子
』
を
極
端
に
否
定
す
る
。
門
人
の
質
疑
に
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8

え
た
宣
長
の
見
解
を
『
答
問
録
』
か
ら
窺
う
。

や
、
も
す
れ
ば
老
子
の
意
に
流
る
と
思
召
候
事
、
御
こ
と
わ
り
に
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ス

ま
つ
老
子
の
自
然
を
申
は
、
真
の
自
然
に
は
候
は
ず
、
実
は
儒
よ
り

も
甚
し
く
謳
た
る
も
の
に
候
也
［
＝
一
］
（
全
一
・
五
二
七
）

こ
の
よ
う
に
明
確
に
『
老
子
』
否
定
を
標
榜
す
る
宣
長
は
、
結
果
と
し
て

真
淵
と
同
じ
認
識
を
共
有
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解

は
、
宣
長
の
三
位
一
体
論
と
、
真
淵
の
三
位
一
体
論
に
基
づ
く
言
語
観
の

相
違
を
別
の
角
度
か
ら
証
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
宣
長
は

「
老
荘
思
想
」
の
、
そ
れ
も
『
荘
子
」
「
天
道
篇
」
か
ら
啓
発
さ
れ
て
言
語

観
を
構
築
し
た
が
、
そ
の
後
の
思
想
的
な
発
展
過
程
に
お
い
て
宣
長
は
真

淵
と
は
快
を
分
か
っ
た
。
真
淵
の
『
老
子
』
尊
重
は
、
『
老
子
』
の
主
張

す
る
よ
う
な
「
直
」
い
あ
り
方
を
上
代
の
日
本
が
具
現
し
て
い
た
と
真
淵

が
見
な
し
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
真
淵
の
『
老
子
』
尊
重
の

　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト
　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ヘ
　
ヤ

事
由
が
あ
る
。
「
意
と
事
と
言
」
と
が
通
時
的
に
相
即
す
る
と
い
う
三

位
一
体
論
を
確
立
し
て
い
た
宣
長
と
、
上
代
の
質
朴
な
姿
に
の
み
そ
の
三

位
一
体
を
見
出
し
、
そ
の
主
張
が
『
老
子
』
尊
重
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら

れ
て
い
た
真
淵
と
の
学
的
相
違
を
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
老
子
』
を
信
奉
す
る
立
場
を
採
る
者
が
政
治
に
結
び
付
く
、
と
い
う

の
は
本
家
中
国
で
も
屡
々
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
逆
に
『
荘
子
』
を

信
奉
す
る
立
場
は
、
動
も
す
れ
ば
現
実
政
治
か
ら
の
逃
避
的
思
想
を
抱
か

せ
る
。
真
淵
が
田
安
宗
武
に
仕
え
、
武
士
階
級
へ
の
親
近
感
を
抱
懐
し
て

武
士
道
的
主
張
、
即
ち
所
謂
「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
を
唱
え
た
の
も
、
諾
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
真
淵
の
「
武
士
」
的
な
も
の
へ
の
親
近
感
と

「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
主
張
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
述
は
別
稿
に
譲
る
が
、

こ
こ
で
は
『
老
子
』
尊
重
に
よ
り
真
淵
の
言
語
観
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
足
り
る
。
森
三
樹
三
郎
氏
が
「
も
と
も
と
老
子
は

太
古
の
ま
ま
の
農
村
の
自
然
状
態
を
、
大
国
家
の
政
治
に
持
ち
こ
も
う
と

い
う
理
想
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
政
治
的
な
実
際
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
9

出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
『
老
子
』
の

思
想
は
政
治
的
に
利
用
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
逆
に
、
宣
長
が
非
政
治
的
な

文
学
研
究
に
従
事
で
き
た
の
は
、
宣
長
が
少
な
く
と
も
『
老
子
』
を
排
斥

し
、
そ
し
て
『
荘
子
』
を
受
容
し
た
こ
と
に
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
荘
子
』
の
受
容
と
文
学
研
究
へ
の
沈

潜
、
そ
こ
に
丸
山
眞
男
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
宣
長
学
と
但
挾
学
と
の
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宣長学の成立と『荘子』受容

　
　
　
　
注
2
0

「
否
定
的
関
連
」
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
『
荘
子
』
受
容
の
結
果
、

宣
長
は
、
後
世
に
あ
っ
て
も
充
分
に
上
代
世
界
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
論
理
（
1
1
三
位
一
体
論
）
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
「
老
荘
思

想
」
と
は
言
う
も
の
の
、
「
老
子
』
と
『
荘
子
』
の
ど
ち
ら
に
力
点
を
置

く
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
学
問
的
立
場
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
注
意
を
払

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
真
淵
が
『
老
子
』
の
み
な
ら
ず
『
荘
子
』
を
も
受
容
し
た
こ
と
は
先
述

の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
『
荘
子
』
を
受
容
し
な
が
ら
真
淵
は

『
荘
子
』
の
言
語
観
を
獲
得
し
て
、
そ
れ
を
自
己
の
学
問
体
系
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
逆
に
、
宣
長
は
『
荘
子
』
に
導
か
れ

　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト
　
　
コ
ト
バ

な
が
ら
、
「
意
と
事
と
言
」
の
三
位
一
体
論
を
形
作
り
、
そ
の
帰
結
と

し
て
、
『
古
事
記
』
を
含
ん
だ
古
典
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
己
自
身
は
後
世
に
生
き
、
「
後
世
意
」
を
体
現
し
た
者
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
　
　
　
　
　
コ
ト

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
（
口
「
書
」
）
の
中
に
あ
る
「
意
」
と
「
事
」

　
　
コ
ト
パ

を
、
「
言
」
の
研
究
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
方
法
論

　
　
ヤ
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
ヤ

（
”
通
時
的
な
三
位
一
体
論
）
の
構
築
で
も
あ
っ
た
。
近
世
中
期
に
お
け

る
「
老
荘
思
想
」
の
流
行
は
、
単
な
る
儒
学
の
思
想
的
転
換
を
の
み
意
味

す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
国
学
」
の
学
的
方
法
を
も
左
右
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
老
荘
思
想
」
の
流
行
と
い
う
現
象
は
、
「
国

学
」
と
い
う
学
問
分
野
の
方
法
論
の
構
築
に
際
し
て
、
計
り
知
れ
ぬ
重
み

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
言
語
観
の
問
題
を
基
軸
と
す
る
「
国

学
」
の
学
的
方
法
は
、
真
淵
を
経
た
後
、
宣
長
に
至
っ
て
完
成
を
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
荘
子
』
の
受
容
に
よ
る
宣
長
学
の
成
立
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

1 圧2345769810

森
三
樹
三
郎
「
は
じ
め
に
」
（
『
老
子
・
荘
子
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
九
四
年
）
五
頁
。

大
野
出
「
第
一
章
　
林
羅
山
と
『
老
子
膚
斎
口
義
』
」
（
『
日
本
の

近
世
と
老
荘
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
＝
二
六
頁
。

武
内
義
雄
「
日
本
に
お
け
る
老
荘
学
」
（
『
武
内
義
雄
全
集
第
六
巻

諸
子
篇
こ
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
二
二
七
頁
～
二
二
八
頁
。

日
野
龍
夫
「
近
世
中
期
に
お
け
る
老
荘
思
想
」
（
『
宣
長
と
秋
成
』

筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）
七
六
頁
。
初
出
は
、
『
文
学
』
昭
和

五
五
年
六
～
七
月
号
。

丸
山
眞
男
「
第
一
章
　
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
但
挾
学
の
特

質
並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
」
（
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
［
新

装
版
］
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
＝
○
頁
。

前
掲
、
武
内
、
「
老
子
と
荘
子
」
、
九
三
頁
。

日
野
龍
夫
「
狙
櫟
学
に
お
け
る
自
然
と
作
為
」
（
『
講
座
日
本
思
想

－
　
自
然
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
二
一
五
頁
。

同
前
、
二
一
七
頁
。

中
野
三
敏
「
近
世
中
期
に
於
け
る
老
荘
思
想
の
流
行
ー
談
義
本

研
究
日
1
」
（
『
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
七

八
頁
。
初
出
は
、
昭
和
四
四
年
三
月
『
国
文
学
研
究
』
第
三
一
集
。

同
前
、
「
談
義
本
　
　
そ
の
精
神
と
場
」
五
八
頁
。
初
出
は
昭
和

四
八
年
一
〇
月
『
文
学
・
語
学
』
第
六
九
号
「
談
義
本
の
場
」
、

昭
和
五
二
年
一
二
月
『
国
文
学
』
第
二
三
巻
第
一
六
号
「
述
志
の
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12111314151716
文
学
」
。

能
勢
朝
次
『
三
冊
子
評
釈
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
九
年
）
九
二
頁
。

大
久
保
正
「
解
題
」
（
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
八
巻
』
筑
摩
書
房
、

一
九
七
三
年
）
五
八
頁
。

山
本
饒
編
『
校
本
賀
茂
真
淵
全
集
』
思
想
篇
下
（
弘
文
堂
、
一
九

四
二
年
）
一
二
九
二
頁
。

井
上
豊
氏
は
「
虫
」
と
捉
え
る
真
淵
の
発
想
に
つ
い
て
、
「
人
間

否
定
と
い
つ
て
も
、
も
と
よ
り
人
間
を
ま
つ
た
く
否
定
す
る
の
で

は
な
く
、
善
悪
理
智
に
と
ら
は
れ
た
虚
飾
を
事
と
す
る
文
明
を
し

り
ぞ
け
た
の
で
あ
り
、
こ
～
に
真
淵
の
非
合
理
主
義
反
文
明
思
想

が
み
ら
れ
る
」
（
「
後
編
　
体
系
」
「
第
五
章
　
思
想
」
、
『
賀
茂
真

淵
の
学
問
』
、
八
木
書
店
、
一
九
四
三
年
、
四
三
八
頁
）
と
述
べ

ら
れ
た
。

鈴
木
淳
「
七
　
賀
茂
真
淵
和
様
文
人
論
」
（
『
江
戸
和
学
論
考
』
ひ

つ
じ
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
八
三
頁
。

同
前
、
一
八
四
頁
。

鈴
木
健
一
氏
は
「
第
二
章
　
歌
人
と
伝
統
」
「
第
二
節
　
雅
び
の

呪
縛
－
賀
茂
真
淵
の
古
今
集
」
（
『
江
戸
詩
歌
史
の
構
想
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
「
真
淵
の
歌
風
は
『
古
今
集
』

以
後
の
風
か
ら
『
万
葉
集
』
の
そ
れ
へ
と
い
う
よ
う
に
単
純
に
入

れ
替
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
終
生
古
今
的
な
も
の
が
基
盤
に
あ

っ
て
、
晩
年
の
万
葉
的
な
装
い
は
そ
の
上
に
添
加
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
一
〇
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
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『
答
問
録
』
は
安
永
七
年
（
一
七
七
七
）
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
、

門
人
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
も
の
で
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

に
出
版
さ
れ
た
。

前
掲
、
森
、
「
皿
　
老
子
・
荘
子
の
書
」
「
1
『
老
子
』
の
書
の
成

立
」
、
＝
二
六
頁
～
＝
二
七
頁
。

丸
山
眞
男
氏
は
「
契
沖
以
来
の
我
国
古
典
の
研
究
に
よ
つ
て
、
既

に
儒
教
道
徳
と
古
代
精
神
と
の
乖
離
は
彼
等
に
意
識
さ
れ
て
ゐ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
か
し
彼
等
の
儒
教
批
判
の
方
向
を
決
定
し
た
の
は
ま
が
ふ
方
な

く
狙
篠
学
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
い
は
ば
狙
裸
学
と
国
学
と
の
否
定

的
関
連
で
あ
る
」
（
傍
点
原
書
）
と
述
べ
ら
れ
た
。
（
前
掲
、
丸
山
、

一
五
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
に
・
よ
し
の
り
　
博
士
後
期
課
程
）
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